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甲山森林公園について

■甲山森林公園の概要
○「明治100年記念」、「兵庫県政100年」を記念し、六甲山の東端の甲山一帯の緑豊かな地に開園した

広域公園である。
○阪神間のシンボルとしての甲山を中心とした都市域の自然環境保全を目的とし、公園区域の85％を自然

樹林として保全した公園である。

内容項目

83.0㏊開 園 面 積

昭和45年（1970年）
11月10日開設年月日

約101万人(令和６年度）年 間
来 園 者 数

・シンボルゾーン
（記念モニュメント、噴水、

彫刻、レストハウス）
・修景池
・自由広場（２か所）
・芝生広場（３か所）
・野外ステージ
・花時計
・パイプアーチ橋
・ハイキングコース
・県民の森（つつじ園、展望
休憩舎、芝生広場） 等

主 な 施 設
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：開園区域
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■公園利用者数推移
○令和５年度まで減少傾向が続いていたが、令和6年度は天候不良や台風、気温の影響で来園者が減少
する月もありつつ、令和5年度と比較し利用者数は増加した。
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合計3月2月1月12月11月10月9月8月7月6月5月4月

1,013,56092,39269,32589,59480,918110,62797,53279,02065,84560,50469,40399,32699,074R6年度

978,55196,39966,74779,84374,79197,29598,19571,75762,06665,78168,658102,54394,476R5年度

1,132,420104,50870,96088,89170,964115,823113,33781,18488,97378,30275,428131,955112,095R4年度

1,312,605101,93096,020110,14280,113143,981134,006114,99893,217102,06795,531120,054120,546R3年度
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■主な取組・イベント

取組・イベント名区分

・甲山ファミリー自然観察会
・かるがもクラブ
・子育てカフェ 森のネウボラ
・ファミリーフォト撮影会
・ハイハイレース＆ペアストレッチ
・プラスパークヨーガ 他

健康作り・子育て

・（試行事業）まちとうみやまマーケット
・フォレストマーケット 他交流

・甲山のしぜんであそぼう
・いきもの観察体
・自然観察とクラフト
・巨石ツアー 他

自然環境

・（試行事業）甲山プランナー事業
・他施設との連携事業
・公園ネイチャーガイド
・サバイバルマスター
・公園サポーター（花壇づくりや森林管理）他

その他

プラスパークヨーガの様子

公園サポーター（ボランティアとの花壇づくり）の様子
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指定管理者制度管 理 手 法

パークマネジメント甲山現 在 の 管 理 者

手 法 の 概 要

５年間(令和４年度～令和８年度)指 定 管 理 期 間

・包括的に管理運営内容を同一事業者で実施することが可能。
・兵庫県が指定管理者に指定管理料を支払い、指定管理者が公園全体を管
理している。

・収益事業を実施し、そこで得た収入は指定管理者の収入となる。

特 徴

■管理方法

公共団体

指定管理者

業務履行

利用者

利用料 サービス提供

指定管理料

地方公共団体が指定する者
(指定管理者)に公共施設
の管理を行わせる制度。

指定管理者は、公園全体の
包括的な管理を行い、公共
施設の利用料金は自らの収
入として収受できる。

甲山森林公園について
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■甲山森林公園の整備・管理運営に係る主な計画とあり方検討

甲山森林公園について

■今後のスケジュール案
管理運営協議会において、３回程度の議論を行う。

県立都市公園全体の整備・管理運営の基本方針、
推進施策

整備・管理運営の具体方策を計画的に推進してい
くためのアクションプラン

兵庫県立都市公園の整備・管理運営基本計画
（ひょうごパークマネジメントプラン）

県立甲山森林公園リノベーション計画

甲山森林公園管理運営協議会

今後の甲山森林公園の自然環境保全
及び活性化の方針について検討

反映

あり方検討

第３回
（２月頃）第２回（8・9月頃）第１回（6/24）開催

時期

・とりまとめ
・現地視察
・自然環境保全・活性化
の修正案を説明

・あり方検討について概要説明
・自然環境保全・活性化の案を説明
・意見交換

内容
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■甲山森林公園におけるあり方検討
過年度の管理運営協議会での取り組みや現状を踏まえ、検討を行う。

来園者の状況

［来園者（Ｒ６）］ ［来園目的（来園者アンケート（Ｒ５実施）より］

未就学児
5%

小学生
14%

10代
9%

20代
6%

30代
6%

40代
11%

50代
10%

60代
14%

70代
14%

80代以上
6%

未回答
5%
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近隣住民の意識（アンケート（Ｒ６実施）より

［公園が目指すべき方向性］

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

犬の散歩

自然観察

花見

昆虫採集

ハイキング

イベント

芝生遊び

ジョギング

散歩

登山

バードウォッチング

スポーツ

水遊び

健康器具を使った運動

ラジオ体操

ピクニック

休憩

楽器などの練習

清掃活動

その他

100.0%

［利用目的］

84.8%

15.2%

68.8%

■来園者の活動量と、自然環
境への影響とのバランスをとる
公園づくり

■大小さまざまなイベントを展
開して多くの来園者を呼び込
む公園づくり

■適度に手を入れる森づくり

■樹木はなるべく伐採しない
森づくり

31.2%
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過年度の管理運営協議会での取り組み（森の管理方法、森の使い方）

管理運営協議会で示された意見（資料５ー１）について、以下の方針が示された。
〈森の管理方法〉森の状態を調査し、管理方法を検討する必要がある。

⇒ (方針) 兵庫県が専門家等の知見を得ながら、森の管理方法を検討する。
〈森の使い方〉現在活動中や、これからの活動を考えている団体等がどこで何をしたいかを把握し、自然環境情報と照合する必要がある。

園内の自然環境（樹木、動物、植物、昆虫等）を把握し、保全すべき場所や利用可能な場所等を決める必要がある。
⇒ (方針) 淡路景観園芸学校の学生が授業の一環として森の使い方を検討し、ゾーニングプランを提案する。

＜R4年度（取り組み方針の決定）＞

兵庫県が専門家等※の知見を得ながら、既存の自然環境に関する情報等をもとに、公園全体の基礎情報を整理
（森の管理目標や管理方法は、未検討）

※ 学 識:澤田先生、嶽山先生、山﨑先生
関連団体:西宮自然保護協会、日本野鳥の会、NACS-J自然観察指導員兵庫連絡会、指定管理者 等

＜R5年度（森の管理方法の検討）＞

来園者・近隣住民へのアンケート調査、公園の使い方に関するワークショップを実施したうえで、「森の使い方プラン」を作成
管理運営協議会（R7.3.12）において、嶽山先生より「森の使い方プラン」について報告

＜R6年度（森の使い方の検討）＞
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■森の使い方プランについて

R4年度の管理運営協議会で決定した方針に基づき、淡路景観園芸学校の嶽山先生、学生を
中心に森の使い方を検討し、ゾーニングプラン等を提案概要

本公園が抱えている課題を踏まえ、本公園で活動している団体やこれからの活動を考えている団
体等が、どこで何をしているかを把握するとともに、今後の利用のあり方についてまとめる
【課題】・多様な公園利用、利用者間の調整の必要性

・大径木の増加など森の手入れの問題

趣旨

①来園者アンケートの実施（R5.4.1～R6.3.31）
②近隣住民アンケートの実施（R6.12.16～R7.1.10）
③公園の使い方に関するアイデア出しワークショップの実施（R6.7.21）
⇒ ①～③で得られた意見・提案をもとに、これからの森の使い方の方向性について提案

実施
内容

【コンセプト】人と人、人と自然をつなぐ 「あそびのもり」
【基本方針】
①適度に手を入れる森づくり（入会地づくり）と森林資源の楽しい使い方の実践
②Well-beingな森づくりの実践
③子どもからお年寄りまで楽しめる「もりあそび」の実践
④多様な来園者の交流促進と利用の情報発信

提案
内容
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